
③
 

②
 龍

田
道
の
桜

一

三
つ
の
龍
田
道
の
歌

高
橋
虫
麻
呂
に
は、
龍
田
道
を
舞
台
と
す
る
歌
が、
大
き
く
捉
え
て
三
つ

あ
る
{
l
)。
題
詞
に
よ
っ
て
掲
げ
れ
ば
次
の
と
お
り。

み
づ
の
え
さ
る

ム
ぢ
IJ
ら
の
う
2
か
ひ
の
1
へ
つ
b
み

さ
い
か
い
だ
う
せ
つ
ど

し

つ
か

①

四
年
壬
申、

藤
原
宇
合
卿
、
西
海
道
節
度
使
に
逍
は
さ
ゆ

る
時
に、
高
橋
連
虫
麻
呂
が
作
る
歌一
首

¢そ
紅屈

(
6
九
七一
ー
ニ）

春
三
月
に、
諸
卿
大
夫
等
が
難
波
に
下
る
時
の
歌
二
首＃せて知歌

（
9-
七
四
七
i
八、
一
七
四
九
i
五
0)

や

ピ

あ
く
る
ひ

か
へ

難
波
に
経
宿
り
て
明
日
に
還

り来
る
時
の
歌
井せて
観歌

（
9-
七
五一
ii-）

①
は、

天
平
四
年
（
七
三
二）、

藤
原
宇
合
が
西
海
道
節
度
使
に
任
ぜ
ら

れ
た
折
の
餞
別
歌、

②
と
③
は、
あ
る
年
の
春
三
月
に
諸
御
大
夫
等
と
と
も

に
難
波
に
下
っ
た
折
の
歌
で
あ
る。
②
と
③
は
連
続
し
た
作
で、
関
巡
性
が

あ
る
こ
と
は
明
瞭°
l
方、

①
の
歌
は

②③
の
歌
と
は一
見
無
縁
で
あ
る
よ

う
に
見
え
る。
が、
こ
の
歌
も
ま
た、

②③
の
歌
と、

表
現
上、

深
く
か
か

わ
る
と
考
え
ら
れ
る。
本
稿
で
は、

①
の
歌
と

②③
の
歌
と
の
関
連
性
に
つ

ー
高
橋
虫
麻
呂
の
餞
別
歌
ー

二

春
の
龍
田
道

①
の
歌
は
次
の
よ
う
で
あ
る。

み
づ
の
え
●
る

ふ
ぢ
U
ら
の

うま
か
ひ
の
1
へ
っ
さ
み

さ
い
か
い
だ
う
せ
つ
ピ

し

つ
か

四
年
壬
申
に、
藤
原
宇
合
卯
、
西
海
道
節
度
使
に
追
は
さ
ゆ
る山

時
に、
高
橋
辿
虫
麻
呂
が
作
る
歌一
首井せて紐歌

し
ら
（
し

に
つ
た

っ
ゅ'r"

白
槃
の
龍
田
の
山
の

露
霜
に
色
づ
く
時
に

打
ち
越
え
て
旅
行
く

ぃ

u
へ
ゃ
9

あ
た

つ
く
し

君
は

五
百
重
山
い
行
き
さ
く
み

敵
ま
も
る
筑
紫
に
至
り

山
の

と
し

ヘ

ム
か

つ
か

や
,
"
こ

そ
き
野
の
そ
き
見
よ
と

伴
の
部
を
班
ち
逍
は
し

山
彦
の
答
へ
む

8
は

8
11

（
に
か
た

の

極
み

た
に
ぐ
く
の
さ
渡
る
極
み

oo
形
を
見
し
た
ま
ひ
て

冬
こ

き

た
っ
た

ぢ

を
か
へ

も
り
春
さ
り
ゆ
か
ば

飛
ぶ
烏
の
早
く
来
ま
さ
ね

龍
田
道
の
岡
辺

さく
ら
ば
な

の
道
に

丹
つ
つ
じ
の
に
ほ
は
む
時
の

桜
花
咲
き
な
む
時
に

2

で

b

た
づ
の
迎
へ
参
ゐ
出
む

君
が
来
ま
さ
ば

錦

織

浩

〈

6
九
七一
）

反
歌一
首

ら
よ
み
づ
い
(
r、

こ
と
あ

き

を
の・）

千
万
の
軍
な
り
と
も
言
挙
げ
せ
ず
取
り
て
来
ぬ
べ
き
士
と
ぞ
思
ふ

い
て
考
え、

①
の
歌
に
こ
め
ら
れ
た
虫
麻
呂
の
思
い
を
探
る。

（
九
七―-）

文
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ぷ

に
ん

ふ
み

た
だ

右
は、
補
任
の
文
に
検
す
に
「
八
月
十
七
日
に、
束
山・
山
陰·

西
海
の
節
度
使
を
任
ず」
と
い
ふ。

天
平
四
年
（
七一＿＿
二）
八
月
十
七
8、
藤
原
宇
合
は
西
海
道
節
度
使
に
任

命
さ
れ
た。
右
は、
そ
の
折
の
餞
別
歌
で
あ
る。
こ
の
長
反
歌
は、
幾
人
か

の
人
々
と
と
も
に
国
境
の
龍
田
山
の
煎
ま
で
宇
合
を
送
り、
そ
こ
で
催
さ
れ

た
送
別
の
席
に
お
い
て
う
た
わ
れ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
（
窪
田
「
評
釈」）。

長
歌
に
お
い
て
虫
麻
呂
は、
出
立
時
に
お
け
る
龍
田
山
の
黄
莱
の
様
子
を

叙
し、
目
的
地
に
至
っ
た
後
の
字
合
の
活
躍
の
様
子
を
う
た
い、
龍
田
道
で

無
事
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
終
わ
る。
全
体
と
し
て、
宇
合
の
先
行

き
を
予
祝
す
る
意
が
強
く
現
れ
て
お
り、
窪
田
「
評
釈」
が
説
く
よ
う
に、

こ
の
歌
は、
送
別
の
席
で
う
た
わ
れ
る
歌
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い。

本
論
が
注
目
し
た
い
の
は、
長
歌
に
お
い
て
虫
麻
呂
が、
字
合
と
の
再
会

の
時
期
を
春
に、
場
所
を
蔀
田
道
に
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。
「
萬
業

集」
に
龍
田
道
を
う
た
う
歌
は
十
九
首。
王
朝
和
歌
で
は、
龍
田
道
は
秋
と

結
ぴ
つ
く
歌
枕
と
な
る
が、
す
で
に
「
蒋
葉
集」
に
お
い
て、
「
龍
田」
と

い
え
ば
「
秋」
と
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
（
艇
岡
義
隆
「
能
田・
岩

瀬
森
考」
美
夫
君
志
第
三
十一
号・
一
九
八
五
年、
米
田
勝
「
竜
田
の
紅
葉

ー
そ
の
文
芸
的
背

衆ー」
奈
良
文
化
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
二
十
号·
一
九

八
九
年
な
ど
参
照）。
そ
の
中
に
あ
っ
て、
虫
麻
呂
は、
現
実
で
は
な
い、

ま
だ
見
ぬ
春
の、
桜
咲
く
龍
田
道
を
う
た
う。
こ
れ
は
珍
し
い
例
で
あ
る。

宇
合
の
帰
速
が
春
に
な
る
こ
と
も、
帰
還
の
道
が
龍
田
道
に
な
る
こ
と
も、

実
際
に
は
確
約
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ろ
う。
虫
麻
呂
は、
な
ぜ

再
会
の
場
面
を
こ
の
よ
う
に
う
た
っ
た
の
か。

吉
井
巌
『
全
注
六
j

に
は、

出
発
と
桶
滸
の
湯
面
を
同
じ
竜
田
に
と
り、
黄
葉
に
色
づ
く
出
発
に
前

途
へ
の
緊
張
の
色
を、
丹
つ
つ
じ
と
桜
花
咲
き
に
ほ
ふ
春
に
喜
ぴ
の
予

祝
の
情
を
あ
ら
わ
し、
無
駄
な
く
全
体
を
構
成
し
て、
要
点
を
お
さ
え

た
表
現
は、
作
者
の
力
嵌
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う。

と
説
き、
「
釈
注
j

に、

こ
の
布
石
に
は、
黄
葉
の
秋
と
花
咲
く
春
と
の
対
比
も
あ
る。
そ
れ
は、

「
今」
と
「
将
来」
と
の
時
間
の
対
応
で
も
あ
る。
宇
合
が
春
に
帰
る

と
決
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い。
「
春」
は
歌
の
上
で
の
趣
向
で、

「
秋」
に
対
す
る
「
春」
を
持
ち
出
し、
そ
の
春
の
花
の
色
美
し
さ
を

描
く
こ
と
に
よ
っ
て、
め
で
た
い
焔
還
を
先
取
り
し
た
い
と
い
う
の
が、

虫
麻
呂
の
心
で
あ
っ
た
だ
ろ
う。
春
の
栄
え
の
描
写
は
宇
合
の
行
く
先

の
幸
い
を
包
み
込
む
と
い
う
意
識
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。

と
説
く。

虫
麻
呂
が
再
会
の
場
面
を
今
見
る
よ
う
に
う
た
っ
た
の
は、
た
し
か
に、

こ
う
し
た、
宇
合
の
無
事
の
怖
還
を
言
祝
ぐ、
表
現
上
の
配
慮
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う。
そ
う
し
て、
虫
麻
呂
は、
無
田
道
を
彩
る
花
と
し
て、
つ

つ
じ
と
桜
の
花
と
を
取
り
合
わ
せ
た。
「
株
葉
集」
に
は`
「
つ
つ
じ
花
に
ほ

え
娘
子

桜
花
栄
え
娘
子」
(
13
三
三
0
五）
と
い
う
例
が
あ
り、
あ
る
い
は、

そ
う
し
た
伝
統
的
な
表
現
に
な
ら
う
而
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い。
が、
こ

こ
で、
と
く
に
注
意
を
ひ
く
の
ば、
桜
で
あ
る。
と
い
う
の
も、
龍
田
道
の
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桜
と
い
え
ぱ、
た
だ
ち
に
想
起
さ
れ
る
歌
が
あ
る
か
ら
で
あ
る。
ほ
か
で
も

な
い、

冒
頭
に
掲
げ
た、

②
「
春
三
月
に、

諸
卿
大
夫
等
が
難
波
に
下
る
時

の
歌
二
首」、

③
「
難
波
に
経
宿
り
て
明
日
に
還
り
来
る
時
の
歌」
が
そ
れ

で
あ
る。
①
の
歌
は

②⑤
の
歌
を
踏
ま
え
て
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か、
と
本
論
は
見
る。
以
下、
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る。

「
春
三
月」

E
よ
t
4,
＇

ぇ枝
は
散
り
過
ぎ
に
け
り

り
な
ま
が
ひ
そ

―

―

-

②
の
歌
は
次
の
よ
う
で
あ
る。

2

へ

っ

｀ヽ

み

た

ら

な·
)

よ

く
だ

春
三
月
に、
諸
胴
大
夫
等
が
難
波
に
下
る
時
の
歌
二
首井せて短歌

た
っ

た

を

ぐ
ら

み
い

イ
白
雲
の
龍
田
の
山
の

滝
の
上
の
小
鞍
の
嶺
に

咲
き
を
を
る
桜
の

は
る
さ
め

つ

山
高
み
風
し
や
ま
ね
ば

春
雨
の
継
ぎ
て
し
降
れ
ば

ほ
つ

，

し
づ
枝
に
残
れ
る
花
は

し
ま
し
く
は
散

帰
り
来
る
ま
で

草
枕
旅
行
く
君
が

（
9
-
七
四
七）

反
歌

な
“

か

た
つ

た

ひ•
)

我
が
行
き
は
七
日
は
過
ぎ
じ
龍
田
彦
ゆ
め
こ
の
花
を
風
に
な
散
ら
し

（一
七
四
八）

た
っ

た

ロ
白
雲
の
龍
田
の
山
を

夕
暮
れ
に
打
ち
越
え
行
け
ば

滝
の
上
の
桜

の
花
は

咲
き
た
る
は
散
り
過
ぎ
に
け
り

ふ
ふ
め
る
は
咲
き
継
ぎ

ぬ
べ
し

こ
ち
ご
ち
の
花
の
盛
り
に

見
ざ
れ
ど
も
君
が
み
行
き
は

今
に
し
あ
る
べ
し

（一
七
四
九）

反
歌

い
と
9

し
か

を

暇
あ
ら
ば
な
づ
さ
ひ
渡
り
向
つ
峰
の
桜
の
花
も
折
ら
ま
し
も
の
を

（一
七
五
0)

題
詞
に
「
春一
二
月」
と
あ
る
が、
何
年
の
こ
と
か、
ま
た
「
諸
卿
大
夫
等」

が
誰
か、
難
波
に
下
る
用
向
き
が
何
か、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
明
示
が
な

い。
し
か
し
な
が
ら、
虫
麻
呂
が
宇
合
の
庇
護
を
う
け
つ
つ
歌
作
を
統
け
た

と
す
る
通
説
に
よ
れ
ば、
こ
の
歌
は、
字
合
が
知
造
難
波
宮
事
に
任
ぜ
ら
れ

て
い
る
期
間
の
作
で、

宇
合
を
は
じ
め
と
す
る
「
諸
卿
大
夫
等」
が
事
情
に

よ
り
難
波
に
下
っ
た
時
の
歌
と
推
察
さ
れ
る。
宇
合
が
知
造
難
波
宮
事
に
任

ぜ
ら
れ
た
の
は
神
亀
三
年
（
七
二
六）
十
月
二
十
六
日。
そ
れ
か
ら
六
年
後

の
天
平
四
年
（
七
三
二）
八
月
十
七
日、
宇
合
は
西
海
道
節
度
使
に
任
ぜ
ら

れ
る
か
ら、
題
詞
に
い
う
「
春
三
月」
は、
宇
合
が
知
造
難
波
宮
事
の
任
に

あ
っ
た
期
間、

神
亀
四
年
三
月
よ
り
天
平
四
年
三
月
に
い
た
る、
い
ず
れ
か

の一ー一
月
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
(
2
〉

0

こ
の
「
春
三
月」
は、

具
体
的
に
何
年
の
三
月
の
こ
と
な
の
か。
こ
の
疑

問
を
解
く
鍵
は、
姐
詞
に
「
春
三
月」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
求
め

る
こ
と
が
で
き
よ
う。
虫
麻
呂
歌
に
お
い
て
歌
の
時
期
を
記
す
の
は、
先
に

見
た
①
の
歌
と
当
該
歌
の
ほ
か
に
は
な
い。
こ
の
「
春一一一
月」
は、
虫
麻
呂

に
と
っ
て、
あ
る
い
は
宇
合
に
と
っ
て、
よ
ほ
ど
意
味
の
あ
る
月
で
あ
っ
た

と
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。

『
続
日
本
紀」
天
平
四
年
（
七
三
二）
三
月
二
十
六
日
条
に、

知
造
難
波
宮
事
従
三
位
藤
原
朝
臣
字
合
等
已
下、
仕
丁
已
上、
物
賜
ふ

こ
と
各
差
有
り。
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と
い
う
記
事
が
あ
る。

こ
の
記
事
に
見
え
る
宇
合
ら
の
行
賞
は、

難
波
宮
造

営
工
事
の
一

応
の
完
成
を
果
た
し
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(
3
)
0

こ
の
こ
と
を
重
視
し
て、
「
私
注』

は、

宇
合
は
神
亀
三
年
＋
月
に
知
造
難
波
宮
事
と
な
り、

天
平
四
年
三
月、

其
の
事
が
了
っ
た
と
見
え、

物
を
賜
は
つ
て
居
る。

想
像
を
加
へ
れ
ば、

造
難
波
宮
に
関
与
し
た
諸
卿
大
夫
等
が、

其
の
完
成
行
賞
を
自
脱
し
て、

長
官
宇
合
を
擁
し
て、

難
波
に
下
っ
た
と
見
る
の
は、

最
可
能
率
の
多

い
こ
と
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
し
て、

イ
ロ
の
歌
は、

天
平
四
年
三
月
二
十
六
日
の
宇
合
の
行
賞
（
難
波

宮
完
成）

を
記
念
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
と
捉
え
た。
「
古
典
集
成」
、
「
新

絹
全
集」、
「
釈
注」、
「
新
古
典
大
系」
、
『
全
解
j

な
ど
に、

こ
れ
を
支
持
す

る。
こ
の
説
は
魅
力
に
富
む。

そ
し
て、

こ
の
説
の
と
お
り、

イ
ロ
の
歌
が、

天
平
四
年一＿＿
月
二
十
六
日
の
宇
合
の
行
賞
（
難
波
宮
完
成）

を
記
念
し
て
う

た
わ
れ
た
も
の
と
見
れ
ば、

イ
ロ
の
歌
に
つ
い
て
納
得
の
い
く
と
こ
ろ
が
多

い
。

た
と
え
ば、

イ
ロ
の
歌
で
は、

あ
わ
た
だ
し
い
難
波
行
き
の
こ
と
が
う

た
わ
れ
て
い
る。

そ
の
あ
わ
た
だ
し
さ
は、

口
の
反
歌
の
「
暇
あ
ら
ば
な
づ

さ
ひ
渡
り」
（
一

七
五
0)
に
よ
っ
て
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る。
加
え
て、
「
タ

暮
れ
に
打
ち
越
え
行
け
ば」
（
一

七
四
九）

と
あ
る
よ
う
に、

出
立
は
夕
刻

で
あ
る。
し
か
も、
こ
の
時
の
桜
の
状
態
は、
「
ほ
つ
枝
は
散
り
過
ぎ
に
け
り」

（
一

七
四
九）
、
「
咲
き
た
る
は
散
り
過
ぎ
に
け
り」
(

l

七
五
一
）

と
い
う

よ
う
に、

満
開
の
頃
を
過
ぎ
て
い
る。

虫
麻
呂
は
幾
度
と
な
く
難
波
と
大
和

の
間
を
往
復
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
速
い
な
く、

よ
り
恵
ま
れ
た
状
況
に
お

け
る
難
波
行
き、

よ
り
恵
ま
れ
た
現
境
の
龍
田
道
の
桜
の
こ
と
を
う
た
う
こ

と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も、

こ
の
歌
が
宇
合
の
行
懺
を
記

念
し
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば、

虫
麻
呂
が
な
ぜ
か
よ
う
な
状
況
下
の
難
波
行

き
の
こ
と
を
う
た
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
解
け
る
。

と
同
時
に、

題
詞
に

こ
と
さ
ら
「
春
三
月」

と
記
さ
れ
て
い
る
理
由
も
理
解
さ
れ
る。

虫
麻
呂
は、

天
平
四
年
春
三
月
の
め
で
た
さ
を
記
念
し
て、
「
春
三
月」

と
い
う
時
期
を、

こ
と
さ
ら
題
詞
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う(
4)
0

ま
た、

虫
麻
呂
の
難
波
に
下
る
時
の
歌
二
首
は、

長
歌
二
首
の
ま
と
ま
り

で
な
る
。

こ
う
し
た
作
は
「
萬
葉
集」

に
次
の
よ
う
に
あ
る。

人
麻
呂
吉
野
限
歌
(
l--
H
ハ
ー
七
・

三
八
ー
九）

第
i

長
歌
二
十
七
句

第
二
長
歌
二
十
九
句

人
麻
呂
石
見
相
間
歌
(
2
-
=
＝-

I-1一
・

ニ
ニ
五
ー
七）

第
i

長
歌一＿＿
十
九
句

第
二
長
歌
三
十
九
句

人
麻
呂
泣
血
哀
慟
歌
(
2―
1
0
七
i
九
・
ニ
―

o
i
二）

第
i

長
歌
五
十
三
句

第
二
長
歌
六
十
七
句

赤
人
吉
野
殴
歌
(
6
九
二
三
＼
五
・

九
二
六
＼
七）

第
一

長
歌
十
九
句

第
二
長
歌
十
五
句

虫
麻
呂
難
波
歌
（
9
-

七
四
七
1
八
・
一

七
四
九
ー
五
0)

第
一

長
歌
十
九
句

第
一

長
歌
四
十
一

句

第
二
長
歌
十
五
句

福
麻
呂
久
週
京
説
歌
(
6
1

0
五
0
1l
-
·
1

0
五
三
ー
八）

第
二
長
歌
二
十
七
句
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家
持
安
積
皇
子
挽
歌
(
3
四
七
五
！
七
•

四
七
八
！
八
0)

第
一

長
歌一
1

十
九
句

第
二
長
歌
四
十
三
句

長
歌
二
首
の
ま
と
ま
り
を
な
す
作
は、

い
わ
ゆ
る
宮
廷
歌
人
の
作
に
我
れ`

讃
歌
性、

儀
礼
性、

公
的
性
格
が
強
い
。

宮
廷
歌
人
な
ら
ぬ
家
持
が
挽
歌
に

こ
の
形
を
持
ち
込
ん
だ
の
は、

も
ち
ろ
ん、

儀
礼
性
を
狐
視
し
て
の
こ
と
で

あ
ろ
う(
5)。

虫
麻
呂
が
長
歌
二
首
を
な
し
た
こ
と
に
も、

そ
れ
な
り
の
理

由
が
存
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る。

あ
る
い
は
宇
合
か
ら
要
賭
を
う
け
て
の

こ
と
で
あ
っ
た
か、

天
平
四
年
三
月、

虫
麻
呂
は、

宇
合
が
獲
得
し
た
め
で

た
さ
を
記
念
す
る
歌
を
な
す
に
あ
た
り、

長
歌
二
首
を
連
ね
て
う
た
う
こ
と

に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

長
歌
二
首
の
型
は、

人
麻
呂
以
降
の
宮
廷
歌

人
が
用
い
て
き
た、

い
わ
ば
正
統
な
型
で
あ
る。

小
型
な
作
品
に
は
な
っ
た

が、

こ
こ
で
あ
え
て、

虫
麻
呂
が、

長
歌
二
首
の
型
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は、

す
な
わ
ち、

正
当
な
型
を
踏
む
こ
と
に
よ
り、

宇
合
の
艇
事
を
祝
う
表
現
性

を
高
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。

さ
ら
に、

第
二
長
歌
は
「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
べ
し」

と
い
う
晴

れ
が
ま
し
い
表
現
を
も
っ
て
閉
じ
ら
れ
て
い
る。
「
釈
注
j

に
は`

「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
べ
し」

が
放
つ
前
途
へ
の
明
る
さ
に
は、

難
波
宮
改
修
の
大
業
を
成
し
遂
げ
て
の
最
終
の
旅
行
き
と
関
係
が
あ
る

と
見
る
の
は、

う
が
ち
す
ぎ
か。

と
あ
る
け
れ
ど
も、
「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
べ
し
」

は、

行
質
を
う

け
た
あ
と
の
長
官
宇
合
の
難
波
行
き
を
た
た
え
る
表
現
と
し
て、

い
か
に
も

ふ
さ
わ
し
い
。

し
か
も、

こ
の
折
の
歌
は、

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。

続
け
て
虫
麻
呂

は、

③
の
歌
を
う
た
う。

や

ど

あ
く
る
ひ

か
へ

難
波
に
経
宿
り
て
明
13
に
還
り
来
る
時
の
歌
井
せ
て
紺
歌

n
ぐ

島
山
を
い
行
き
廻
れ
る

川
沿
ひ
の
岡
辺
の
道
ゆ

昨
日
こ
そ
我
が

こ

ひ
と

よ

を

越
え
来
し
か

一

夜
の
み
寝
た
り
し
か
ら
に

峰
の
上
の
桜
の
花
は

滝
の
瀬
ゆ
散
ら
ひ
て
流
る

君
が
見
む
そ
の
日
ま
で
に
は

山
お

打
ち
越
え
て
名
に
負
へ
る
社
に

風
祭
せ

（
一

七
五
一
）

反
歌

い
行
き
逢
ひ
の
坂
の
ふ
も
と
に
咲
き
を
を
る
桜
の
花
を
見
せ
む
子

も
が
も

(

l

七
五
二）

こ
れ
に
よ
っ
て、

虫
麻
呂
も
難
波
に
と
も
な
い
、

そ
こ
で
一

泊
し
て
す
ぐ

さ
ま
大
和
に
引
き
返
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る(
6)。

こ
こ
に
い
う
「
君」

も、

諸
卿
大
夫
の
一

人、

藤
原
宇
合
を
さ
す
と
見
ら
れ
る
が、

虫
麻
呂
は
宇
合
と

は
別
に、
1

足
先
に
都
へ
と
帰
っ
た
の
で
あ
る
ら
し
い
。

主
人
と
は
別
の
道

行
き
の
様
子
を
う
た
う
こ
と
も
ま
た
特
殊
な
こ
と
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
歌
を
残
し
た
こ
と
に
も、

こ
の
折
の
虫
麻
呂
の
格
別
な
思
い
入
れ

を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

結
局、

虫
麻
呂
は、

長
歌
を
三
つ
も
連
ね

る
作
を
な
し
た
こ
と
に
な
る
け
れ
ど
も、

そ
れ
は、

つ
ま
り、

主
人
宇
合
が

難
波
宮
改
修
の
大
業
を
成
し
遂
げ、

行
賞
を
う
け
た
喜
ぴ
を
表
現
し
よ
う
と

い
う
独
い
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
捉
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か。

③
の

歌
の
「
君
が
見
む
そ
の
B
ま
で
に
は

山
お
ろ
し
の
風
な
吹
き
そ
と

打
ち

な ろ
し
の
風
な
吹
き
そ
と
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越
え
て
名
に
負
へ
る
社
に

風
祭
せ
な」
（一
七
五一
）
と
い
う
広
く
呼
ぴ

か
け
る
よ
う
な
う
た
い
方、「
咲
き
を
を
る
桜
の
花
を
見
せ
む
子
も
が
も」（一

七
五
二）
と
い
う
心
弾
む
よ
う
な
う
た
い
方
を
生
ん
だ
背
景
に
は、
主
人
を

も
つ
誇
ら
し
さ、
そ
し
て、
主
人
の
身
に
訪
れ
た
鹿
事
を
と
も
に
喜
ぷ
高
揚

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る。

四

虫
麻
呂
の
思
い

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て、
再
度、
①
の
歌
を
見
る。

前
述
の
よ
う
に、

⑦e)
の
歌
が
う
た
わ
れ
た
天
平
四
年
春
三
月、
宇
合
ら

一
行
が
難
波
に
下
っ
た
時
に
は、
龍
田
道
の
桜
は
ほ
ぼ
散
っ
て
し
ま
っ
た
状

態
で
あ
っ
た。
同
年
八
月、
同
じ
龍
田
道
で
の
宇
合
送
別
の
席
に
お
い
て、

虫
麻
呂
は、
め
で
た
き
春、
か
の
三
月
の
様
子
を
振
り
返
り
つ
つ、
「
あ
の

時
の
龍
田
道
は、
桜
の
花
が
散
り
過
ぎ
て
い
ま
し
た
け
れ
ど、
今
度
大
和
に

お
播
り
の
と
き
に
は、
桜
が
咲
き
始
め
る
十
全
な
状
態
で、
お
迎
え
し
ま
し

ょ
う」
と
い
う
意
を
こ
め
て、
こ
の
龍
田
道
の
桜
の
花
を
う
た
っ
た
の
で
は

な
い
か。
本
論
の
旨
頭
で
注
目
し
た、
①
の
歌
に
お
い
て、
ま
だ
見
ぬ
春
の、

桜
咲
く
龍
田
道
が
う
た
わ
れ
て
い
る、
そ
の
最
大
の
理
由
は、
こ
こ
に
認
め

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る。

通
説
に
よ
れ
ば、
①
の
歌
こ
そ
が、
虫
麻
呂
が
宇
合
に
向
か
っ
て
う
た
っ

た
汲
後
の
歌
と
い
う
こ
と
に
な
る。
虫
麻
呂
は、
投
老
三
年
（
七一
九）
頃

か
ら
こ
の
時
ま
で、
お
よ
そ
十
三
年
に
わ
た
っ
て
宇
合
と
と
も
に
あ
っ
た。

虫
麻
呂
が
な
ぜ
こ
の
時、
西
海
道
に
伴
わ
な
か
っ
た
の
か
は
不
明。
あ
る
い

は
こ
の
頃、
虫
麻
呂
は、
宮
廷
か
ら
字
合
家
に
派
逍
さ
れ
た
事
業
（
家
司
の

ご
と
き
も
の）
の
任
を
解
か
れ、
別
の
役
戦
に
任
ぜ
ら
れ
た
か
（
拙
稿
「
高

棉
虫
麻
呂
に
関
す
る
基
礎
的
考
察」
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
第

四
十
号・
ニ
0
0
四
年
参
照）。
で
あ
れ
ば、
こ
の
龍
田
道
に
お
け
る
宇
合

と
の
別
れ
は、
虫
麻
呂
に
と
っ
て
格
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ、

来
し
方
を
振
り
返
り
つ
つ
虫
麻
呂
が
こ
の
歌
を
う
た
う
こ
と
は、
い
っ
そ
う

あ
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う。

①
の
反
歌
に
お
い
て
虫
麻
呂
は、

千
万
の
軍
な
り
と
も
言
挙
げ
せ
ず
取
り
て
来
ぬ
ぺ
き
士
と
ぞ
思
ふ

と
う
た
う。
こ
の
歌
は、
宇
合
の
武
遥
を
祈
る
壮
行
の
意
が
強
い。

一
方、
「
懐
風
藻」
に
は、
こ
の
時
の
心
惜
を
詠
ん
だ
宇
合
の
次
の
よ
う

な
漢
詩
が
残
る。

五
言。
西
海
道
節
度
使
を
奉
ず
る
作。
一
首。

い
に
し
と
し

と
う
ざ
ん

え
だ
ら

―
ー
の
と
し

さ
い
か
い

た
"

往
歳
は
東
山
の
役、
今
年
は
西
海
の
行。

か
う
じ
ん
い
つ
L
や

9

9
り

い
（
た
び

へ
ん
ぺ
い

う

行
人一
生
の
裏、
幾
度
か
辺
兵
に
倦
ま
む。

結
句
に
「
幾
度
か
辺
兵
に
倦
ま
む」
と
あ
り、
宇
合
の
詩
情
と
虫
麻
呂
の

反
歌
の
意
と
が、
一
見、
か
み
あ
わ
な
い
印
象
が
あ
る。
こ
の
点
を
取
り
上

げ
て、
金
子
「
評
釈
j

は、
「
当
人
は
か
く
辺
兵
に
倦
ん
で
ゐ
る
の
に、
「
I

と
り
て
来
ぬ
べ
き
男
と
ぞ
思
ふ」
は、
靭
か
滑
稽
だ。
強
ひ
て
助
け
て、
激

励
の
詞
と
し
て
朋
く
が一
番
ふ
さ
は
し
か
ら
う」
と
評
す。

し
か
し、
宇
合
と
と
も
に
旅
を
続
け
た
虫
麻
呂
で
あ
っ
て
み
れ
ば、
彼
は、

漢
詩
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
宇
合
の
心
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
に
迩
い
な
い。
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虫
麻
呂
は、

そ
う
し
た
宇
合
の
心
情
を
熟
知
す
る
か
ら
こ
そ、

そ
の
心
情
を

板
り
払
う
よ
う
に、

こ
う
し
た
前
向
き
な
反
歌
を
う
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

そ
の
意
味
に
お
い
て、

宇
合
の
詩
と
虫
麻
呂
の
歌
と
は、

む
し
ろ、

自
然
な

形
で
響
き
合
っ
て
い
る。

ま
た、

こ
の
反
歌
が
長
歌
に
辿
な
る
餞
別
の
歌
で
あ
る
こ
と
を
思
う
な
ら

ば、

こ
の
歌
の
根
底
に
は、

長
年
と
も
に
あ
っ
た
宇
合
と
別
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
虫
麻
呂
の、

万
感
の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る。
「
取
り

．

て
来
ぬ
ぺ
き
士
と
ぞ
思
ふ
」

と
い
う
思
い
は、

虫
麻
呂
が
宇
合
の
下
に
あ
っ

た
十
三
年
ほ
ど
の
間
に
看
取
し
た、

率
直
な
宇
合
観
で
は
な
か
っ
た
か。

で

あ
れ
ば、

こ
の
反
歌
は、

壮
行
歌
で
あ
り
つ
つ、

宇
合
絞
歌
で
あ
る
と
い
う

こ
と
も
で
き
る-
7)0

虫
麻
呂
の
庇
護
者、

藤
原
宇
合
は、

当
代
き
っ
て
の
詩
人
で
あ
っ
た。
「
懐

屈
藻」

に
詩
六
首、
「
経
国
集」

に
賦
一

篇
を
残
し、
「
淡
葉
集
J

に
も
短
歌

五
首
を
残
す
g
°

虫
麻
呂
が
腐
葉
歌
人
の
中
に
あ
っ
て
異
彩
を
放
つ
歌
を

．

多
く
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
は、

庇
設
者
宇
合
の
文
学
的
な
器
征
の
大
き
さ

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
虫
麻
呂
は、
宇
合
の
下
で
「
虫

麻
呂
歌
集」

を
編
み、
こ
れ
を
宇
合
に
献
呈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
歌
を
「
萬

葉
集
j

に
残
す
こ
と
が
で
き
た-
9)0

宇
合
を
庇
護
者
に
得
た
こ
と
は、

虫
麻
呂
に
と
っ
て
し
あ
わ
せ
な
こ
と
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

と
同
時
に、

虫
麻
呂
と
い
う
歌
人
を
手
元
に
置
く
こ

．
と
が
で
き
た
こ
と
は、

宇
合
に
と
っ
て
も、

幸
い
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か。

宇
合
の
漢
詩
と
虫
麻
呂
の
餞
別
歌
と
を
読
み
合
わ
せ
る
と
き、

そ
う
い
う
思

（
二
0
1

0
•
五
・
一
七）

注(
l)

龍
田
道
に
つ
い
て
は、

山
本
博
「
竜
田
越
j

（
学
生
社・
一
九
七
一
年）、

境
田
四
郎
「
竜
田
道」
（
帝
塚
山
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
第
五
号
・
一

九
七
三
年）、

山
田
弘
道
「
迎
田
越」
（
芸
林
第
二
十
四
巻
箔一
号
・
一
九

七
三
年）、

廣
岡
義
庄
「
龍
田
・
岩
瀬
森
考」
（
美
夫
君
志
第一
二
十一
号・

一
九
八
五
年）

な
ど
参
照。

(
2)

こ
う
し
た
見
方
を
示
唆
し
た
最
初
は、
「
全
釈
j

で、
「
請
孵
大
夫
も
誰

と
も
わ
か
ら
な
い。

作
者
窃
橋
虫
麻
呂
は
藤
原
宇
合
と
共
に
常
陸
に
ゐ
た

こ
と
も
あ
る
か
ら`

或
は
こ
れ
も
字
合
ら
を
さ
し
て
ゐ
る
か。

宇
合
は
神

座
二
年
十
月
知
造
難
波
宮
事
と
な
っ
て
ゐ
る」
と
あ
る。

そ
の
後、

虫
麻

呂
は
字
合
の
も
と
で
歌
作
し
た
歌
人
で
あ
る
と
す
る
見
方
が
通
説
と
な
る

が、

そ
こ
に
至
る
研
究
史
に
つ
い
て
は、

拙
稿
「
高
橘
虫
麻
呂
に
関
す
る

基
礎
的
考
察」

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
第
四
十
号
・
ニ
0
0

四
年）

に
お
い
て
述
ぺ
た。

本
論
は、

通
説
を
可
と
す
る
立
楊
に
よ
る。

一
方、
口
の
長
歌
に
「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
ぺ
し
j

と
あ
る
こ

と
を
根
拠
に、

イ
ロ
の
二
首
を
天
皇
行
幸
に
か
か
わ
る
作
と
す
る
説
が
あ

る。
「
古
義」

は、

庚
雲
三
年
（
七
0
六）

九
月
二
十
五
日
の
難
波
行
幸

の
用
意
の
た
め
の
難
波
行
き
と
し、
「
全
註
釈
j

は、
天
平
六
年
（
七
三
四）

三
月
阻
武
天
良
難
波
行
幸
の
下
検
分
の
歌
と
し
た。
「
古
義」

に
い
う
吸

姦
三
年
の
作
と
す
る
説
は、

隧
雲一
二
年
が
虫
麻
呂
の
作
歌
活
動
の
時
期
と

し
て
早
過
ぎ
る
の
に
加
え
て
（「
注
釈
J
)｀

九
月
の
行
幸
に
対
し
て、

三

月
の
時
点
で
「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る
ぺ
し」
と
う
た
う
こ
と
は
考

い
を
筆
者
は
抱
く。
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え
ら
れ
ず、
従
い
が
た
い。
最
終
的
に
は、
天
平
六
年一
二
月
型
武
天
皇
難

波
行
幸
の
下
検
分
の
歌
と
す
る
「
全
註
釈」
の
説
が
残
る。
「
注
釈』、

窪

田
「
評
釈』、
井
村
哲
夫
「
高
橋
虫
麻
呂
ー
そ
の
閲
歴
及
ぴ
作
品
の
製
作

年
次
に
つ
い
て
ー」
（『
憶
良
と
虫
麻
呂」
桜
楓
社・
一
九
七
三
年、
初
出

一
九
六
三
年）、
坂
本
信
幸
「
花
之
盛
ホ
雖
不
見
左
右
ー
万
葉
集
巻
九
・

一
七
四
九
番
歌
の
訓
防
ー」
（
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
第
10
集・
一
九
九一――

年）、

新
谷
秀
夫
「
虫
麻
呂
の
難
波
に
下
る
時
の
歌」
（「
セ
ミ
ナ
！
万
葉

の
歌
人
と
作
品

第
七
巻」

和
泉
密
院
・
ニ
0
0
一
年）

な
ど
に、
「
全

註
釈」
の
説
を
支
持
す
る。
た
だ
し、

新
谷
論
文
に
は、
「
し
か
し、
風

神
で
あ
る
竜
田
彦
に
花
を
散
ら
す
な
と
願
う
点
に
注
目
す
る
と、
日
本
書

紀
で
確
認
で
き
る
竜
田
の
風
神
祭
が
す
べ
て
四
月
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら、
帰
路
の一
七
五一
歌
で
『
名
に
負
へ
る
社」
と
歌
わ
れ
る
竜

田
の
風
神
祭
を
喚
起
す
る
の
に
近
し
い
三
月
下
旬
の
作
と
考
え
る
天
平
四

年
説
も
浮
上
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か」
と
も
述
べ
て
い
る。

一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に、
こ
の
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
難
波
行
き

は
あ
わ
た
だ
し
く、
し
か
も
夕
刻
の
出
立
で
あ
る。
こ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て、
行
幸
の
下
検
分
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い

と
思
わ
れ
る。
ま
た、
イ
の
長
歌
に
は
「
草
枕
旅
行
く
君
が
帰
り
来
る
ま

で」
と
あ
る。
こ
の
「
君」
は、
明
ら
か
に
「
諸
卿
大
夫
等」
の
一
人
を

さ
し
て
い
る。
が、
『
全
註
釈」
の
説
に
よ
れ
ば、
口
の
長
歌
の
「
君
が

み
行
き
は
今
に
し
あ
る
ぺ
し」
の
「
君」
は、
一
転
し
て、
天
品
の
こ
と

を
さ
す
こ
と
に
な
る。
金
井
清一
「
高
橋
虫
麻
呂
と
藤
原
宇
合」
（「
万
葉

詩
史
の
論
I

笠
間
柑
院・
一
九
八
四
年、
初
出一
九
七
八
年）
に
述
べ
て

い
る
と
お
り、
こ
れ
は、

関
連
性
の
あ
る
二
首
の
中
に
あ
っ
て
自
然
な
こ

と
と
は
思
わ
れ
な
い。
「
私
注
j

に
説
く
よ
う
に、
イ
ロ
の
「
君，ー
は
等

し
く
「
評
卿
大
夫
等」
の一
人
を
さ
し
て
い
る
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ

る。
す
な
わ
ち
虫
麻
呂
は`

イ
の
長
歌
に
お
い
て、

散
り
残
っ
て
い
る
桜

花
に
呼
ぴ
か
け
る
形
を
と
り`

反
歌
に
お
い
て、
桜
花
を
支
配
す
る
風
の

神
に
語
り
か
け
る
形
を
と
り
つ
つ、
「
君」
の
た
め
に
春
の
美
僚
を
少
し

で
も
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
心
や
り
を
表
出
し、
口
の
歌
に
お
い
て
直

接
「
君」
に
呼
ぴ
か
け
る
形
を
と
っ
て、
「
君
が
み
行
き
は
今
に
し
あ
る

ぺ
し」
と
う
た
い、
「
君」
の
難
波
行
き
が
今
こ
の
時
で
あ
る
こ
と
を
高

ら
か
に
宜
酋
し
て
い
る、
と
捉
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う。

こ
の
よ
う
に
捉
え
る
楊
合、
前
掲
井
村
論
文、
新
谷
論
文
な
ど
に
説
く

よ
う
に、

第
二
長
歌
の
「
君
が
み
行
き」
（
原
文
r
君
之
三
行」）
は、
天

皇
の
行
幸
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り、
そ
こ

に
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
け
れ
ど
も、
こ
の
点
に
つ
い
て
は、
桜
井
満
「
高

橋
虫
麻
呂」
（「
万
葉
の
歌
人

和
歌
文
学
講
座
5』
淡
吸
吐
・
一
九
六
九

年）
に、ミ

ユ
キ
の
語
が
染
中
歌
句
に
用
い
ら
れ
た
確
か
な
例
は、
こ
れ
が
唯

一
の
も
の
で、
い
わ
ゆ
る
行
幸
の
場
合
は
R打
幸」
「
幸」
「
幸
行」

「
御
駕」
な
ど
の
文
字
で、
イ
デ
マ
シ
と
い
う
の
が
普
通
で
あ
る。

た
だ
「
天
皇
之
行
幸
乃
随
意」
（
巻
匹、
五
四
三）、
「
天
良
之
行
幸

之
随」
（
巻
六‘
1
0
三
二）
の
両
例
は、
音
数
の
関
係
か
ら
ミ
ュ

キ
ノ
マ
ニ
マ
と
訓
ま
れ
た
り
し
て
い
る
が、「
行
幸」
の
主
語
が
「
天

皇」
な
る
こ
と
を
歌
い
こ
め
て
い
る。
も
と
も
と
ユ
キ
は
ユ
ク
の
名

詞
形
で
あ
り、
そ
れ
に
腺
敬
の
接
頭
語
が
つ
い
て
ミ
ュ
キ
と
な
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
く、
「
三
行」
の
用
字
か
ら
し
て
も、
さ
ら
に

は
こ
の
歌
句
が
口
（
注、

第
二
長
歌）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し

て
も、
こ
の
ミ
ュ
キ
を
天
皇
の
行
幸
と
解
釈
す
る
こ
と
が
正
し
い
か
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ど
う
か、
私
に
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る。
思
う
に
こ
の
句
は
イ
（
注、

第一
長
歌）
の
「
旅
行
く
君
が
還
り
来
る
ま
で」
に
対
応
す
る
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か。
イ
の
反
歌
に
「
わ
が
行
き」
と
あ
り、
作
者
も

同
行
の一
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
か
ら、
イ
の
君
は
粋
卿
大
夫
の
う
ち

の
字
合
を
さ
し
た
も
の
と
み
た
い。

と
説
く
と
こ
ろ
で
尽
き
て
い
よ
う。

ま
た、
た
と
い、
ミ
ュ
キ
が
天
皇
の
行
幸
を
い
う
言
葉
と
し
て
当
時
す

で
に
慣
例
化
し
て
い
た
と
し
て
も、
虫
麻
呂
が
そ
れ
を
あ
え
て
「
諸
卿
大

夫
等」
の

了八
で
あ
る
「
君」
の
難
波
行
き
に
対
し
て
用
い、
そ
れ
に
よ

っ
て
「
君」
の
難
波
行
き
を
た
た
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と

で
あ
ろ
う。

た
と
え
ば、
「
大
殿」
と
い
う
言
葉
が
あ
る。
本
来、
豪
壮
な
廷
物
を

さ
す
言
葉
で
あ
る
け
れ
ど
も、「
西
葉
集」
に
お
い
て
は
よ
り
限
定
さ
れ
て、

天
皇·
皇
子
の
御
殿
を
さ
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
(
1-―
九
以
下
十
例
中

九
例）。
が、
そ
の
中
に
あ
っ
て、
貴
人
の
邸
宅
に
対
し
て
用
い
た
と
見

ら
れ
る
例
が
あ
る。

大
殿
の
こ
の
も
と
ほ
り
の

雪
な
踏
み
そ
ね

し
ば
し
ば
も
降
ら
ぬ

雪
ぞ

山
の
み
に
降
り
し
雪
ぞ

ゆ
め
寄
る
な

人
や

な
踏
み
そ

ね

雪
は

(
19
四
ニ
ニ
七）

反
歌一
首

あ
り
つ
つ
も
見
し
た
ま
は
む
ぞ
大
殿
の
こ
の
も
と
ほ
り
の
雪
な
踏
み

そ
ね

（
四
ニ――
八）

右
の
二
首
の
歌
は、
三
形
沙
弥、
贈
左
大
臣
藤
原
北
卿
が
語
を
承

け
て
作
り
誦
む。
こ
れ
を
聞
き
て
伝
ふ
る
は、
笠
朝
臣
子
君。
ま

た
後
に
伝
へ
読
む
ひ
と
は、
越
中
の
国
の
採
久
米
朝
臣
広
純
ぞ。

左
注
に
よ
っ
て、
右
の
二
首
は、
左
大
臣
藤
原
北
郷
房
前
の
邸
宅
に
お

け
る
集
い
に
お
い
て、
主
人
房
前
の
言
葉
を
う
け
て
三
形
沙
弥
が
う
た
っ

た
歌
と
捉
え
ら
れ
る。
す
な
わ
ち、
こ
の
歌
に
お
け
る
「
大
殿」
は、
房

前
の
邸
宅
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(}甘
木
生
子
「
全
注
十
九」

参
照）。
＿
1

-

形
沙
弥
は、
慣
例
と
し
て
は
天
皇・
良
子
の
御
殿
を
さ
す
「
大

殿」
の
梧
を
あ
え
て
房
前
の
邸
宅
に
対
し
て
用
い、
主
人
に
対
す
る
敬
意

を
押
し
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る。
虫
麻
呂
歌
に
お

け
る
「
君
が
み
行
き」
も、
こ
れ
と
同
様
な
意
回
に
よ
っ
て
う
た
わ
れ
た

と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

(
3)

難
波
宮
は、
大
化
元
年
（
六
四
五）
十
二
月
の
難
波
遷
都
に
伴
っ
て
造

営
さ
れ
た
難
波
長
柄
豊
崎
宮
に
は
じ
ま
り、
壬
申
の
乱
以
後、
天
武
天
皇

に
よ
っ
て
整
俯
さ
れ
た。
が、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六）
正
月、
失
火
の
た

め
に
宮
室
は
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
た
（『
日
本
曹
紀』）。
焼
失
後
も、
持

統
上
皇
や
文
武・
元
正・
聖
武
天
皇
が
難
波
宮
に
行
幸
し
て
い
る
の
で、

何
ら
か
の
形
で
存
続
し
た
と
察
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も、
神
亀
三
年
（
七
二

六）
十
月、
藤
原
宇
合
が
知
造
難
波
宮
事
に
任
じ
ら
れ、
難
波
宮
の
本
格

的
な
再
建
工
事
が
開
始
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る。
そ
し
て、
右
に
掲
げ
た
天

平
四
年
三
月
の
記
事
に
よ
り、
こ
の
頃、
工
事
は一
段
落
し
た
と
考
え
ら

れ
る
（「
新
日
本
古
典
文
学
大
系

紐
日
本
紀
二」
岩
波
柑
店・
一
九
九

0
年
な
ど
参
照）。

(
4)

「
虫
麻
呂
歌
集」
が
藤
原
宇
合
に
献
呈
す
る
歌
集
で
あ
る
な
ら
ば、
そ

の
内
部
に
お
い
て
は、「
天
平
四
年
春
三
月」
と
記
さ
ず
と
も、
I

春一
l＿
月」

の
み
で
意
を
尽
く
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

ち
な
み
に、
天
平
四
年＿二
月
二
十
六
日
は、
太
陽
暦
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦）

で
は
四
月
二
十
九
日
に
あ
た
る（
加
唐
典
三
郎「
日
本
陰
陽
暦
日
対
照
表
j

- 28 -



ニ
ッ
ト
ー・
一
九
九
二
年
に
よ
る。
以
下
同
じ）。
四
月
二
十
九
日
と
い

え
ば、
桜
の
状
態
は、
あ
た
か
も
歌
に
あ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る。
事
実、
虫
麻
呂
た
ち
が
目
に
し
た
桜
の
花
の

状
態
と
し
て
は
け
っ
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も、
天

平
四
年
三
月
と
い
う
記
念
す
べ
き
春
の、
行
賞
を
う
け
た
宇
合
と
と
も
に

龍
田
道
を
越
え
る
時
の
め
で
た
さ
を
封
じ
込
め
て
い
る
と
す
れ
ば、
か
よ

う
な
状
態
の
桜
の
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
理
由
も
理
解
で
き
よ
う。

た
だ
し、
大
伴
家
持
に、

独
り
龍
田
山
の
桜
花
を
惜
し
む
歌

煎
田
山
見
つ
つ
越
え
来
し
桜
花
散
り
か
過
ぎ
な
む
我
が
焙
る
と
に

(
20
四
三
九
五）

と
い
う
歌
が
あ
る。
こ
の
歌
は`

天
平
勝
宝
七
歳
（
七
五
五〉
の
二
月
十

七
日、
太
陽
暦
四
月
十
七
日
の
作
で
あ
る。
ま
た、
同
じ
く
家
持
に、

ふ
ふ
め
り
し
花
の
は
じ
め
に
来
し
我
や
散
り
な
む
後
に
都
へ
行
か

む

(
20
四
四
三
五）

と
い
う
歌
も
あ
る。
難
波
に
お
い
て、
防
人
を
検
校
す
る
勅
使・
兵
部
の

使
人
等
と
宴
飲
し
た
時
の
歌
で、
同
年一二
月
三
日、
太
場
暦
四
月
二
十
二

日
の
作
で
あ
る。
こ
れ
ら
の
歌
に
照
ら
し
て
み
れ
ば、
天
平
四
年
の一
1

1

月

二
十
六
日、
太
陽
暦
匹
月
二
十
九
日
は、
桜
の
時
期
と
し
て
遅
く、
虫
麻

呂
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
桜
の
状
態
さ
え
も
望
め
な
い
よ
う
な
時
期
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る。
し
か
し、
桜
は
種
類
が
多
い。
少
な
く

と
も
虫
麻
呂
が
う
た
っ
て
い
る
の
は
龍
田
道
の
山
桜
と
察
せ
ら
れ
る（「
滝

の
上
の
小
鞍
の
嶺
に
咲
き
を
を
る
桜
の
花」
「
向
か
つ
蜂
の
桜
の
花」）。

山
桜
系
統
の
桜
は、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
な
ど
に
比
べ
て
開
花
期
が
お
お
む
ね

遅
く、
た
と
え
ば、
最
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
品
種、
奈
良
八
康
桜

（
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
群
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラ
系）
は、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に

開
花
す
る
（「
四
季
花
事
典
j

小
学
館・
一
九
九
二
年
参
照）。
も
ち
ろ
ん、

虫
麻
呂
が
う
た
う
桜
の
種
別
は
限
定
で
き
な
い
し、
あ
る
い
は
ま
た
天
平

四
年
当
時
の
生
態
系、
そ
の
年
の
気
候
状
態
な
ど
の
緒
条
件
に
つ
い
て
も

不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い。
加
え
て、
歌
で
あ
れ
ば
そ
れ
な
り
の
虚
構
も

あ
ろ
う。
だ
か
ら、
こ
う
し
た
詮
索
に
重
き
を
四
く
こ
と
は
で
き
な
い
け

れ
ど
も、
現
実
的
な
問
題
と
し
て、
太
陽
暦
四
月
二
十
九
日
頃
に、
桜
が

虫
麻
呂
歌
に
あ
る
よ
う
な
状
態
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
る、
と
い
う
こ
と

は
で
き
る。

(
5)

こ
れ
ら
の
中
に
お
い
て、
一
種
独
特
な
の
は、
柿
本
人
麻
呂
の
石
見
相

間
歌
と
泣
血
哀
慟
歌
で
あ
る。
と
も
に、
儀
礼
の
歌
で
は
な
く、
私
的
な

要
素
を
も
つ。
し
か
し
な
が
ら、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も、
単
に
私
梢
を
表

現
し
た
も
の
で
は
な
く、
宮
廷
内
に
お
い
て
披
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と、
伊
藤
博
「
石
見
相
聞
歌
の
構
造
と
形
成」
（「
痰
葉
集
の
歌
人
と
作
品

上」
塙
害
房・
一
九
七
五
年、
初
出一
九
七
三
年）、
同
「
歌
俳
優
の

哀
歓」
（
同
嘗、
初
出一
九
六
六
年）
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り、
開
き
手
の
要
請
を
う
け
て
歌
い
継
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と、
渡
辺
護
「
泣
血
哀
協
歌
二
首」
（『
万
葉
集
の
題
材

と
表
現」
大
学
教
育
出
版·―1
0
0
五
年、
初
出一
九
七一
年）
な
ど
に

よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る。

一
方、
家
持
の
安
積
皇
子
挽
歌
が
公
的
な
歌
で
あ
る
こ
と
は、
山
本
徒

吉
「
大
伴
家
持
J

(
筑
庶
曹
房・
一
九
七
四
年）
な
ど
に
よ
っ
て
説
か
れ

て
お
り、
さ
ら
に、
集
団・
儀
礼
的
な
場
が
存
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と、

脊
木
生
子
「
宮
廷
挽
歌
の
終
焉

ー大
伴
家
持
と
安
積
良
子
挽
歌
ー」
（
文

学
第
四
十
三
巻
第
四
号・
一
九
七
五
年）、
我
絡
悉
「
安
積
皇
子
挽
歌
試
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詮」
（
淡
葉
第
九
十
号・
一
九
七
五
年）
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る。

な
お、
長
歌
二
首
と
し
て、
虫
麻
呂
の
作
は、
赤
人
作
と
並
び、
句
数

が
最
も
少
な
い。
歌
の
内
容
か
ら
し
て
も、
虫
麻
呂
の
難
波
に
下
る
時
の

歌
は、
即
典
的
に
つ
く
ら
れ
た
よ
う
な
印
象
が
あ
る
が、
句
数
の
少
な
さ

は、
実
際、
そ
の
よ
う
に
し
か
作
歌
で
き
な
い
状
況
に
虫
麻
呂
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る。

(
6)

虫
麻
呂
は一
夜
を
過
ご
す
た
め
だ
け
に
難
波
に
下
っ
た
こ
と
に
な
る。

虫
麻
呂
は
何
の
た
め
に
難
波
に
同
行
し
た
の
か。
そ
の
夜、
難
波
に
お
い

て、
難
波
宮
完
成
を
祝
う
式
典
の
よ
う
な
も
の
が
用
意
さ
れ
て
お
り、
そ

の
後
の
宴
な
ど
で
歌
を
披
露
す
る
よ
う
に、
虫
麻
呂
が
宇
合
か
ら
要
請
を

う
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か。
こ
の
想
定
に
立
つ
と
き、
虫
麻
呂
の
歌
の

中
に、
ま
さ
し
く
そ
う
い
う
場
で
披
露
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ

る
歌
が
あ
る。
浦
島
伝
説
歌
（
9-
七
四
0
1-
）
が
そ
れ
で
あ
る。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は、
拙
稿
「
水
江
の
補
島
子
を
詠
む
歌」
（「
セ
ミ
ナ
ー

万
業
の
歌
人
と
作
品

第
七
巻」
和
泉
書
院・
ニ
0
0一
年）
に
お
い
て

言
及
し
た。

(
7)

金
井
消ー
「
高
橋
虫
麻
呂
と
蘇
原
宇
合」
（「
万
葉
詩
史
の
論」
笠
間
柑

房・
一
九
八
四
年、
初
出一
九
八一
年）
に、
こ
の
反
歌
に
つ
い
て、
「
虫

麻
呂
は
儀
礼
上
の
表
現
と
し
て、
あ
る
べ
き
理
想
の
武
人
の
姿
を
描
い
て、

宇
合
周
囲
の
期
待
を
代
弁
し
た
の
で
あ
る。
武
運
長
久
を
予
祝
す
る
賀
の

心
を
周
囲
の
人
々
に
な
り
か
わ
っ
て
庖
従
歌
人
虫
麻
呂
が
歌
っ
た
の
で
あ

る」
と
説
く。

(
8)

「
洪
葉
集」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
宇
合
の
歌
は、
1
七
二、
3-l
ニ―-‘

8一
五
三
五、
9＿
七
i

i

九・
一
七一―1
0·
一
七
三ー
。

(
9)

虫
麻
呂
が、
「
虫
麻
呂
歌
集」
を
字
合
に
献
呈
し
た
の
は、
西
海
道
節

で」）

度
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
宇
合
を
送
る
そ
の
送
別
の
席
に
お
い
て
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い。
歌
集
の
題
字
に
は、
「
歌
集

高
橋
連
虫
麻
呂」
と
あ
っ

た
か
（
伊
藤
博
「
万
菜
の
私
家
集」
「
蔑
葉
染
の
歌
人
と
作
品

上」
塙

轡
房・
一
九
七
五
年、
初
出一
九
六
九

年参
照）。
あ
る
い
は、
『
窃
楼
巡

虫
麻
呂
之
歌
集」
と
あ
っ
た
か
（
渡
瀬
昌
忠
「
人
麻
呂
の
「
歌
集」
と
そ

の
世
名
j

「
万
葉
集
と
人
麻
呂
歌
集
j

お
う
ふ
う・
ニ
0
0
三
年、
初
出

一
九
七
三
年
参
照）。
そ
し
て、
あ
る
い
は、
当
面
の
長
反
歌一
首
を
詠

み
あ
げ、
そ
の
浄
世
を
歌
集
に
合
わ
せ
て
献
じ
た
か。
「
虫
麻
呂
歌
渠」
は、

そ
の
後、
藤
原
式
家
に
伝
え
ら
れ、
宇
合
の
子、
藤
原
宿
奈
麻
呂
な
ど
の

手
を
経
て、
大
伴
家
持
の
手
に
わ
た
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
（
金
井
沌一

「
高
橋
虫
麻
呂
と
藤
原
宇
合」
前
褐）。

（
に
し
こ
お
り

ひ
ろ
ふ
み

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授）
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